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主
な
案
件

・
教
育
長
の
任
命

・
教
育
委
員
の
任
命（
2
件
）

・
条
例
の
改
正

・
一
般
会
計
補
正
予
算

・
各
特
別
会
計
補
正
予
算

・
一
般
質
問

・
令
和
２
年
度
決
算
審
査

・
追
加
提
案

令

和

３

年　

第

３

回　

定　
　
　

例　
　
　

会

（
会
期
：
９
月
７
日
～
15
日
）

◇
条
例
の
改
正

◆��

七
ヶ
宿
町
と
宮
城
県
信
用
保
証

協
会
と
の
損
失
補
償
契
約
に
係

る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権

利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
（
※
１
）

【
提
案
理
由
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
起
因
し
て
債
務
返
済
が
困
難
と

な
っ
た
事
業
者
に
対
す
る
迅
速
な

支
援
に
資
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の

【
教
育
長
】

【
提
案
理
由
】

　
教
育
長
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

10
月
５
日
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
再
任
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
任
期
は
令
和
３
年
10
月
６
日
か

ら
令
和
６
年
10
月
５
日
ま
で
）

【
教
育
委
員
会
委
員
】

【
提
案
理
由
】

　
委
員
２
名
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
９
月
30
日
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
そ
の
後
任
を
任
命
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

（
任
期
は
令
和
３
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
）

◆��

七
ケ
宿
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
改
正

【
提
案
理
由
】

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
う
規
定
の
整
理
を
行
う
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の◆�

七
ケ
宿
町
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
理
由
】

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
う
規
定
の
整
理
を
行
う
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の

（
※
１
）

　
今
回
の
条
例
改
正
の
内
容
は
、

債
務
返
済
困
難
事
由
に
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
含
む
自
然
災
害

を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
の
融

資
制
度
を
利
用
し
て
い
る
「
個
人

事
業
主
（
法
人
は
対
象
外
）」
の
債

務
を
債
権
者
（
金
融
機
関
を
含
む
）

が
承
認
し
、
債
権
を
放
棄
し
た
場

合
に
限
っ
て
保
証
協
会
も
町
も
放

棄
す
る
も
の
。

関地区
阿 部 　 誠 氏

峠田地区
佐 藤 光 夫 氏

関地区
吉 野 智 洋 氏

令
和
３
年
度
一
般
会
計　
補
正
予
算（
第
４
号
）

４
５
０
０
万
円
追
加

問 
五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
増
設

工
事
の
内
容
は
。

答 

教
育
次
長

　

病
弱
・
虚
弱
学
級
新
設
の
為
、

生
徒
会
室
を
仕
切
っ
て
教
室
を
つ

く
り
、
洗
濯
室
を
改
修
し
て
多
機

能
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
集
落
環
境
保
全
事
業
補
助
金
の

内
容
は
。

答 

町
民
税
務
課
長

　
集
落
墓
地
の
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
電
気
柵
等
購
入
代
金
の
二
分
の

一
を
湯
原
・
峠
田
地
区
の
自
治
会

へ
補
助
を
す
る
。

固定資産税	 １, ４００万円

臨時財政対策債	 ２, ６８７万７千円

特別支援学級増設工事設計業務	 ７８１万円

学校用タブレット機器保守及び通信料等	１９４万２千円

課税誤りによる還付加算金	 ６８６万円

主　な　歳　出

主　な　歳　入
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計
補
正
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算

特
別
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計
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令
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２
年
度

令
和
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年
度  
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特
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会

決
算
特
別
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会

第
３
回
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例
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追
加
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）
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問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
公
共
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
の
修

繕
工
事
は
何
ヶ
所
か
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
湯
原
・
峠
田
・
関
地
区
で
そ
れ

ぞ
れ
３
ヶ
所
、
滑
津
地
区
で
２
ヶ

所
の
計
11
ヶ
所
。

問 
村
上　
満　
議
員

　
現
在
、
基
金
か
ら
一
般
会
計
へ

繰
入
れ
し
て
い
る
が
、
町
民
も
負

担
が
増
え
て
い
る
の
で
繰
入
額
を

増
や
す
べ
き
で
は
。

答 

町
長

　
今
回
の
繰
入
金
は
前
年
度
の
国

か
ら
交
付
さ
れ
た
分
を
そ
の
ま
ま

返
還
金
に
充
て
る
た
め
取
り
崩
し

た
も
の
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
在
宅
福

祉
段
階
で
積
極
的
に
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
整
え
、
予
防
策
を
取
り
入
れ

な
が
ら
運
営
し
て
い
き
た
い
。

国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　　（事業勘定）（第２号）	 １００万円　追加

簡易水道特別会計（第２号）	 ４９０万円　追加

介護保険特別会計（第１号）	 ２５０万円　追加

七ヶ宿ダム自然公園特別会計（第２号）	 ５０万円　追加

決算の概要
①経常収支比率	８６.９％（前年８８.４％）
②公債費比率	 ４.５％（前年　４.１％）
③実質公債費比率	６.６％（前年　５.８％）

歳入決算（一般会計）
・調定額	 ２９億４,３２２万２,１０７円
・収入済額	 ２９億２,６０３万１,７６３円
	 （収入割合　９９.４％）

歳出決算（一般会計）
・支出済総額	２７億９,２４４万６,２５１円
滞納状況（町税、保険税、貸付金等）
・滞納金額	 １,４２３万２,８４８円
（対前年度比）	 △１２３万１,５５０円

①
経
常
収
支
比
率
と
は
？

　
数
値
が
低
い
ほ
ど
団
体
の
財
政
力
が
高
い
よ
。

②
公
債
費
比
率
と
は
？

　
数
値
が
低
い
ほ
ど
借
金
が
少
な
い
ん
だ
。

③
実
質
公
債
費
比
率
と
は
？

　

�

得
た
収
入
か
ら
借
金
返
済
に
回
し
た
お
金
の
割

合
を
示
す
よ
。

第
３
回
定
例
会
追
加
提
案

（
９
月
15
日
）

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
緊
急
事
態
宣
言
中
の
飲
食
店
の

休
業
は
適
切
で
あ
っ
た
の
か
。

答 

町
長

　
来
町
し
て
い
た
だ
い
た
方
や
町

民
に
は
迷
惑
を
か
け
て
申
し
訳
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
出
さ
な

い
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
あ
る
の

で
適
切
で
あ
っ
た
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
家
計
支
援
の
商
品
券
配
布
時
期

と
方
法
は
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　
10
月
中
旬
よ
り
各
地
区
へ
出
向

い
て
配
布
す
る
予
定
。

問 

武
藏　
重
幸　
議
員

　
商
品
券
の
配
布
だ
け
で
な
く
ほ

か
の
方
法
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答 

町
長

　

現
金
給
付
な
ど
検
討
し
た
が
、

家
計
支
援
並
び
に
町
内
活
性
化
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
商
品
券
の

配
布
と
し
た
。

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
町
内
各
施
設
へ
の
感
染
対
策
に

つ
い
て
の
指
導
は
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
渡
し
、
協
力

い
た
だ
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問 

村
上　
満　
議
員

　
飲
食
店
へ
の
感
染
防
止
協
力
金

の
補
償
内
容
は
。

答 

町
長

　
売
上
が
10
万
円
以
下
の
飲
食
店

（
酒
類
を
提
供
も
し
く
は
持
ち
込

み
を
可
と
す
る
店
）
へ
１
日
４
万

円
を
県
の
基
準
に
基
づ
き
給
付
す

る
。

問 

武
藏　
重
幸　
議
員

　
米
価
の
下
落
に
よ
る
農
家
へ
の

支
援
策
は
。

答 

町
長

　
で
き
れ
ば
年
内
に
は
町
と
し
て

の
考
え
を
議
会
に
示
し
た
い
。

問 
吉
田　
修　
議
員

　
商
工
会
に
加
入
し
て
な
い
事
業

者
へ
の
事
業
継
続
支
援
金
の
周
知

は
。

答 

町
長

　
商
工
会
へ
の
加
入
不
加
入
に
か

か
わ
ら
ず
該
当
す
る
事
業
者
は
適

用
と
な
る
。
審
査
等
も
あ
る
の
で

商
工
会
と
連
携
し
て
周
知
を
し
、

も
れ
な
く
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

●
令
和
３
年
度

　
七
ヶ
宿
町
簡
易
水
道

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

【
提
案
理
由
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
外
出
自
粛
協
力
金
に
係
る

繰
入
金
の
増
額
を
見
込
み
、
水
道

料
金
を
減
額
す
る
た
め
補
正
す
る

も
の

【
令
和
３
年
10
月
か
ら

12
月
ま
で
の
減
免
額
】

１
９
８
万
円

（
66
万
円
／
月
×
３
ヶ
月
）

●
令
和
３
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

【
提
案
理
由
】

　
国
県
支
出
金
、
繰
入
金
の
増
額

を
見
込
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
事
業
経
費
を
措

置
す
る
た
め
補
正
し
よ
う
と
す
る

も
の

【
補
正
額
】　

３
１
０
０
万
円
追
加

▲令和２年６月 12 日消費喚起家庭支援商品券配布の様子
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令和２年度の主な施策・事業
・令和2年度木材チップ生産施設関連4事業
 （敷地造成工事、新築工事、トラクター・牽引式移動チッパー機購入）
・ストックマネジメント計画マンホールポンプ設備工事
・令和元年度大石川原頭首工災害復旧工事（繰越事業）
・送迎用自動車、移動販売車購入事業

令
和
２
年
度　
決
算
特
別
委
員
会

令
和
２
年
度　
決
算
特
別
委
員
会

歳
　
入

問 

今
後
の
財
政
の
推
移
は
。

答 

近
年
、
積
極
的
財
政
投
資
を

行
っ
て
来
た
が
、
今
後
は
落
ち
着

く
と
思
う
。
適
正
な
運
営
を
行
っ

て
い
く
。

歳
　
出

 

■
総
務
費

問 

起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
内
容
は
。

答 

古
民
家
を
利
用
し
た
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
や
地
元
食
材
を
利
用
し
活

性
化
を
図
る
準
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

 

■
民
生
費

問 

町
内
の
公
園
や
保
育
所
遊
具

等
で
事
故
が
起
き
た
場
合
の
責
任

は
。

答 

遊
具
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合

を
除
き
自
己
責
任
と
な
る
。今
後
、

周
知
看
板
を
設
置
す
る
。

 

■
衛
生
費

問 

ゴ
ミ
分
別
の
簡
素
化
は
で
き

な
い
の
か
。

答 

簡
素
化
へ
の
働
き
か
け
は
検

討
す
る
。
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
が
配

信
さ
れ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
活
用
し

て
ほ
し
い
。

 

■
商
工
費

問 

移
動
販
売
車
に
乗
降
用
の
ス

ロ
ー
プ
を
付
け
ら
れ
な
い
か
。

答 

ボ
デ
ィ
に
後
付
け
は
で
き
な

い
の
で
ま
ち
づ
く
り
（
株
）
と
検

討
し
て
対
応
し
た
い
。

 

■
土
木
費

問 

小
型
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
の
購

入
内
訳
は
。

答 

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
と
ハ
ン

マ
ー
モ
ア
の
下
取
り
を
含
め
た
金

額
と
な
っ
て
い
る
。

 

■
消
防
費

問 

地
区
ご
と
の
機
能
別
団
員
確

保
数
に
開
き
が
あ
る
が
。

答 

年
齢
層
に
開
き
が
あ
る
が
、

各
班
・
分
団
ご
と
の
捉
え
方
で
活

動
を
カ
バ
ー
し
て
ほ
し
い
。

一
般
会
計

一
般
会
計

▲現在の移動販売車の乗り降り方法

令和２年度に町が使ったお金令和２年度に町が使ったお金

国民健康保険（事業）

国民健康保険（直診）

簡易水道

町営バス

公共下水道

介護保険

介護サービス

後期高齢者

七ヶ宿ダム自然休養公園

195,250,623

98,629,988

69,541,904

48,354,672

121,571,882

290,201,597

16,982,068

22,686,033

22,610,278

（単位：円）

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

その他

（単位：円）

547,136,531

417,180,891

228,831,402

402,586,026

231,590,791

252,698,985

91,102,516

244,859,724

376,459,385

（一般会計）　２, ７９２, ４４６, ２５１円

（特別会計）　８８５, ８２９, ０４５円
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監査委員意見書（抜粋）

決算特別委員長審査結果報告書（抜粋）

　令和２年度の決算審査に当たりましては、法令に定められた権限と責任において、
誠実かつ厳正に審査いたしました結果、審査に付された各会計の決算書等の計数は正
確であり、その内容についても全般的に適正妥当なものと認めました。
　はじめに、新型コロナウイルス感染は首都圏を中心に厳しい状況が続いています。
本県においても増加の傾向にあり、町では数件の感染が発生いたしましたが、行政の
適切な指導と町民各位が「新しい生活様式」の実践に努めていることで、拡大防止が
出来ているものと考えられます。
　また、５月から開始された感染予防の柱でもあるワクチン接種体制の構築に向けた
全庁挙げての取り組みに御礼を申し上げます。
　木材チップ生産施設整備関係事業は、生産施設造成工事、生産施設新築工事それに
関連するトラクター、けん引式移動チッパー、ホイールローダー等の機械の導入が図
られております。
　平成元年に発生した集中豪雨による災害復旧事業は大石川原頭首工、田堀沢川護岸
をはじめ、町道湯原稲子線、林道西ノ入山線等の工事が全て完成に至っています。
　滞納額は減少傾向にありますが、引き続き間断のない滞納整理に積極的に取り組ん
でいただくよう要望します。
　本町は財政健全化判断比率からも読み取れるとおり健全な財政運営がなされており
ますが、新しくスタートした「第６次七ヶ宿町長期総合計画」及び「第２期七ヶ宿ふ
るさと創生総合戦略」の実践に向け現状の分析と将来を見据えた財政運営に努められ
ることを提言といたします。

代表監査委員　渡　部　孝　志　

  令和 2年度七ヶ宿町一般会計外８特別会計が決算の審査に付託され、全般的な事項
及び内容について詳細な審査の結果いずれも妥当なものと認め、全員一致で認定する
ことに決定いたしました。
　なお、町税等の滞納については、今後も情報を共有して職員一丸となって滞納整理
に当たっていただきたい。また、「第１期ふるさと創生総合戦略事業」により建設さ
れました各施設においては、コロナ禍の中ではありますが、町内及び町外者の利用促
進を行うとともにＰＲの充実と、計画時の目的に添うよう努められ、国の財政状況を
鑑み、なお一層の堅実な行政運営を図られますよう要望いたします。
　更に、令和２年度完成のバイオマスチップ生産事業は、初期の目的が遂行できるよ
う鋭意努力していただきたい。
　最後に地域おこし協力隊の新たな取組みであります起業型については、町の活性化
に繋がるものと大いに期待し委員長の報告といたします。

決算特別委員会　委員長　吉　田　　　修　

 

■
国
民
健
康
保
険

問 

国
保
診
療
所
か
ら
他
病
院
へ

の
救
急
搬
送
は
何
件
か
。

答 

刈
田
病
院
へ
８
件
、
中
核
病

院
へ
２
件
、
高
畠
病
院
へ
１
件
、

置
賜
総
合
病
院
へ
１
件
の
計
12
件

と
な
っ
て
い
る
。

 

■
簡
易
水
道

問 

関
地
区
上
水
道
の
水
温
が
高

い
よ
う
だ
が
水
温
上
昇
の
原
因

は
。

答 

ス
テ
ン
レ
ス
の
水
槽
と
し
た

た
め
若
干
の
温
度
上
昇
が
あ
っ
た

が
基
準
値
内
と
な
っ
て
い
る
。

 

■
町
営
バ
ス

問 

乗
客
の
な
い
バ
ス
が
目
立
つ

が
、
運
行
時
刻
や
本
数
の
見
直
し

な
ど
検
討
が
必
要
で
は
。

答 

朝
の
時
間
帯
以
外
利
用
者
が

少
な
い
の
で
全
体
的
な
見
直
し
が

必
要
。
運
行
時
刻
更
新
時
に
検
討

す
る
。

問 

七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場
の
経
営
状

況
と
職
員
確
保
策
は
。

答 

経
営
状
況
と
し
て
は
問
題
な

い
と
み
て
い
る
。
職
員
は
他
か
ら

の
派
遣
や
広
報
な
ど
で
周
知
し
、

早
目
の
対
応
を
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
く
。

問 
や
・
す
ま
っ
し
ぇ
施
設
な
ど

の
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

答 

県
・
国
で
示
さ
れ
た
感
染
対

策
を
講
ず
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。
細
部
は
ま
ち
づ
く
り
（
株
）

と
情
報
交
換
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。

問 

税
収
減
の
要
因
や
確
保
策

は
。

答 

主
に
ダ
ム
交
付
金
の
減
少
。

町
民
の
所
得
向
上
に
繋
が
る
よ
う

な
施
策
の
検
討
や
太
陽
光
発
電
の

設
置
に
よ
り
、
更
な
る
税
収
確
保

を
期
待
し
た
い
。

問 

今
後
の
農
林
業
政
策
や
、
新

た
な
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
の
進

捗
状
況
は
。

答 

若
者
が
農
林
業
に
従
事
で
き

る
よ
う
コ
ロ
ナ
対
策
と
合
わ
せ
支

援
を
し
て
い
く
。
新
た
な
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
は
第
３
期
ほ
場
整
備
完

了
ま
で
に
設
置
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
る
。

問 

指
定
管
理
施
設
の
委
託
料
が

増
加
し
て
い
る
が
。

答 

町
が
お
願
い
し
て
い
る
施
設

を
将
来
的
に
は
ま
ち
づ
く
り（
株
）

が
一
本
で
経
営
し
て
い
け
る
よ
う

準
備
を
し
て
い
る
。

　
雇
用
の
場
の
拡
大
が
現
時
点
で

の
最
大
の
効
果
と
考
え
る
。

特
別
会
計

特
別
会
計

総
括
質
疑

総
括
質
疑

▲決算特別委員会
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議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

会
議
名

議案番号 議　案　内　容 議決月日 結果

議員名

掲
載
頁

1 2 3 4 5 6 7 ８
渡
部　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田　
　
修

梅
津　
政
志

武
藏　
重
幸

村
上　
　
満

今
野
三
喜
男

管
原　
研
治

令
和
３
年

第
３
回
臨
時
会

報告
第4号

専決処分の報告について（損害賠償の決定及び和解につ
いて（除雪ドーザ）） P10

報告
第 5号

専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解
について（小型パワーショベル）） 〃

第48号 令和 3年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 3号） 〃 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会

第49号 教育長の任命について 令和3年
9月 9日 同意 投 投 投 投 投 投 投 議 P2

第 50号 教育委員会委員の任命について 〃 〃 投 投 投 投 投 投 投 議 〃

第51号 教育委員会委員の任命について 〃 〃 投 投 投 投 投 投 投 議 〃

第52号 七ヶ宿町個人情報保護条例の一部改正について 〃 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 議 〃

第53号 七ヶ宿町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第54号
七ヶ宿町と宮城県信用保証協会との損失補償契約に係る
回収納付金を受け取る権利の放棄に関する条例の一部改
正について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P3

第 55号 令和 3年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 4号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第56号 令和 3年度国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P4

第 57号 令和 3年度七ヶ宿町簡易水道特別会計補正予算（第 2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第58号 令和3年度七ヶ宿町公共下水道特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第59号 令和 3年度七ヶ宿町介護保険特別会計補正予算（第 1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 議 〃

第60号 令和 3年度七ヶ宿町七ヶ宿ダム自然休養公園特別会計補
正予算（第 2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第61号 令和 2年度七ヶ宿町一般会計歳入歳出決算認定について 令和3年
9月 15日 認定 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 議 P7

第 62号 令和 2年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P8

第 63号 令和 2年度七ヶ宿町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定
について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 議 〃

第64号 令和 2年度七ヶ宿町町営バス特別会計歳入歳出決算認定
について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第65号 令和 2年度七ヶ宿町公共下水道特別会計歳入歳出決算認
定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 議 〃

第66号 令和 2年度七ヶ宿町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第67号 令和 2年度七ヶ宿町介護サービス特別会計歳入歳出決算
認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 議 〃

第68号 令和 2年度七ヶ宿町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 議 〃

第69号 令和 2年度七ヶ宿町七ヶ宿ダム自然休養公園特別会計歳
入歳出決算認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第70号 令和３年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第５号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P5

第 71号 令和３年度七ヶ宿町簡易水道特別会計補正予算（第３号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

令
和
３
年　
第
３
回
臨
時
会

（
会
期
：
８
月
24
日
）

　
令
和
３
年
８
月
24
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の
報
告
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
審
議
可
決
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
刈
田
綜
合
病
院
へ
の
資
金
拠
出

に
対
し
、
副
管
理
者
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な
病
院
経
営
を
目
指
す

の
か
。

答 

町
長

　
病
院
改
革
に
つ
い
て
は
、
診
療

報
酬
の
確
保
と
診
療
体
制
の
確
保

を
構
築
し
、
公
設
公
営
の
形
を
基

本
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
く
。

問 

吉
田　
修　
議
員

　
刈
田
綜
合
病
院
へ
の
負
担
金
に

よ
り
町
の
健
全
財
政
の
確
保
を
保

て
る
の
か
。

答 

町
長

　

現
在
の
負
担
割
合
で
あ
れ
ば
、

財
政
運
営
上
著
し
く
不
足
を
来
た

す
こ
と
は
な
い
。

問 

村
上　
満　
議
員

　
刈
田
綜
合
病
院
の
再
建
計
画
に

つ
い
て
、
厚
労
省
の
助
言
を
求
め

て
は
。

答 

町
長

　
本
件
で
は
、
東
北
厚
生
局
に
対

し
て
、状
況
を
説
明
し
、支
援
金
、

交
付
金
の
拠
出
に
よ
り
病
院
の
安

定
化
を
願
っ
て
い
る
が
、
想
定
外

の
コ
ロ
ナ
蔓
延
に
よ
り
停
滞
し
て

い
る
。

▲公立刈田綜合病院

◆�

自
動
車
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

を
賠
償

報
告
第
４
号　

43
万
９
７
６
８
円

（
事
故
内
容
）

　
除
雪
ド
ー
ザ
が
後
退
時
、
相
手

車
両
に
接
触
し
た
も
の

報
告
第
５
号　

13
万
８
２
７
０
円

（
事
故
内
容
）

　
小
型
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
が
作
業

中
に
、
相
手
車
両
に
飛
び
石
で
損

害
を
与
え
た
も
の

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

２
０
０
０
万
円
追
加

【主な歳入】
繰　入　金	 ２, ０００万円

【主な歳出】
白石市外二町組合出資金不足見込
（公立刈田綜合病院）	 ２, １２０万円
予　備　費	 △１２０万円

◇
専
決
処
分



所

管

事

務

調

査

の

報

告

一
般
質
問
　
吉
田
　
修 

議
員
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所管事務調査の報告所管事務調査の報告

　有害鳥獣処理施設について総務文教・産業建設常任委員会合同
での所管事務調査が終了しましたので報告いたします。
　町内の有害鳥獣の捕獲頭数が年々増加し、現場埋設にも限界が
生じたことから、処理施設の建設が計画されており、より良い処
理施設の建設に向け、有害鳥獣の処理先進地での視察研修を実施
したものです。
　去る８月４日、執行部より農林建設課長に同行いただき、近隣
の村田町、川崎町の有害鳥獣処理施設について研修を行い、両町
の各担当者から詳しく丁寧な説明をして頂きました。
　先ず、村田町は減容化処理施設を平成 31 年に竣工しており、
捕獲した猪を機械に投入し発酵分解するというもので、処理方法
としては埋設処理や解体処理と比較し作業負担などの軽減が感じ
られました。
　次に、川崎町の処理施設は平成 29年に竣工しており簡易的で
駆除したイノシシを処理場で袋詰めし、冷凍保管、仙南クリーン
センターで処分してもらうとのことです。両町の処理施設内は衛
生的で整理整頓されておりましたが、多少の悪臭が感じられまし
た。
　どちらの施設を建設する場合であっても、設置場所については、環境面、電気、
上水道、車両乗り入れの道路などに十分な配慮のうえ、慎重に行うべきでありま
す。
　本町の有害鳥獣駆除隊の負担軽減の為にも、有害鳥獣施設の建設は、早急に進
めていただきたいことを申し添え報告といたします。

総務文教常任委員会　委員長　吉　田　　　修　
産業建設常任委員会　委員長　梅　津　政　志　

総
務
文
教
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　「
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
視
察
報
告
」

▲川崎町鳥獣害解体処理施設

答
委
託
し
て
い
る
土
木
作
業

員
が
定
期
的
に
見
回
り
側

溝
の
点
検
を
し
て
い
る
。
時
間
雨

量
が
１
０
０
～
２
０
０
ミ
リ
の
対

応
は
、
い
ち
早
く
非
難
誘
導
を
選

択
し
た
い
。

問
立
木
の
伐
採
届
け
時
の
許

可
申
請
条
件
に
防
災
対
策

は
含
め
て
い
る
の
か
。

答
届
け
出
の
内
容
は
七
ヶ
宿

町
森
林
整
備
計
画
と
整
合

性
が
取
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
。

山
地
災
害
防
止
機
能
な
ど
を
考
慮

し
、
現
地
確
認
を
し
て
適
合
通
知

書
を
発
行
し
て
い
る
。

問
異
常
気
象
が
現
実
視
さ
れ

る
中
、
被
害
頻
度
の
多
い

場
所
な
ど
、
町
独
自
の
調
査
確
認

が
必
要
で
は
。

答
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
場
所

を
想
定
し
事
前
に
点
検
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
確
実

に
実
施
し
て
行
き
た
い
。

問
線
状
降
水
帯
に
よ
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
被
害
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
が
町
内
の
側
溝
点
検
へ

の
対
応
は
。

問
近
年
、
全
国
各
地
で
大
き

な
災
害
が
発
生
し
て
い
る

が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
確
認

調
査
な
ど
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
現
在
、「
防
災
マ
ッ
プ
」
と

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
２

種
類
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
土
砂

災
害
区
域
は
県
が
計
画
的
に
調
査

を
し
、
市
町
村
の
意
見
も
加
え
指

定
さ
れ
て
い
る
。

問
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
為
、

消
防
団
や
行
政
区
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
へ
の
対
応
は
。

答
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
引
き

続
き
連
携
を
密
に
し
、
防

災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問
関
自
治
会
で
は
自
主
防
災

組
織
を
つ
く
り
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
備
品
等
を
備
蓄
し
て
い
る

が
、
他
地
区
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
今
後
、
各
地
区
で
も
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
を

進
め
、
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い

く
。

問答
異
常
気
象
に
よ
る
防
災
対
策
は
万
全
か

関
係
機
関
と
の
連
携
や
住
民
の
意
識
向
上
に
努
め
た
い

▲七ヶ宿の防災マップ

▲湯原自主防災組織

吉田  修  議員

※
「
防
災
マ
ッ
プ
」

土
砂
災
害
区
域
と
避
難
所
を
示
し

た
マ
ッ
プ

※
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

蔵
王
山
火
山
に
備
え
た
マ
ッ
プ

▲村田町鳥獣害発酵減容化処理施設
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問
12
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
約
90
％
以
上
と
な
っ

た
こ
と
は
、
町
と
し
て
大
い
な
る

評
価
に
値
し
ま
す
が
、
12
歳
未
満

の
子
供
へ
の
感
染
防
止
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
周
り
の
大
人
が
基
本
的
な

感
染
対
策
を
守
り
、
同
時

に
子
供
が
取
り
組
め
る
感
染
予
防

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
に
よ
り
環
境
整
備
や
個
人
予

防
策
を
実
施
し
て
い
く
。

問
町
内
事
業
者
や
町
民
へ
の

今
後
の
支
援
策
は
。

答
事
業
者
に
は
休
業
協
力
支

援
金
の
支
給
や
林
産
物
出

荷
販
売
手
数
料
３
か
月
間
無
料
化

な
ど
を
行
い
、
町
民
へ
は
、
全
世

帯
へ
の
感
染
予
防
対
策
用
品
・
商

品
券
配
布
や
水
道
基
本
料
３
か
月

間
減
免
な
ど
を
行
う
。

問
指
定
管
理
事
業
者
か
ら
の

コ
ロ
ナ
支
援
要
望
等
は
な

か
っ
た
の
か
。

答
指
定
管
理
事
業
者
は
定
期

的
に
状
況
を
確
認
し
て
お

り
、
要
望
等
が
あ
れ
ば
担
当
課
に

伝
え
、
で
き
る
限
り
支
援
を
し
て

い
る
。

問
新
保
育
所
建
設
計
画
の
進

捗
と
建
設
場
所
の
選
定
は
。

答
本
年
度
は
基
本
計
画
、
Ｒ

４
年
度
に
実
施
設
計
、
Ｒ

５
年
度
に
建
築
を
予
定
し
て
い

る
。

　
建
設
場
所
は
現
在
地
を
中
心
に

検
討
を
し
て
い
る
。

問
建
設
の
実
施
計
画
に
入
る

前
に
保
護
者
か
ら
の
意
見

の
聴
取
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
実
施
設
計
が
で
き
る
段
階

で
保
護
者
の
意
見
も
聞
き

安
全
性
や
快
適
性
な
ど
へ
参
考
に

し
た
い
。

問
「
日
本
小
児
学
会
」
な
ど

で
２
歳
は
危
険
、
３
歳
以

上
の
マ
ス
ク
も
強
要
し
な
い
と
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
て
い
る
が
保

育
所
で
の
対
応
は
。

答
特
に
強
制
し
て
マ
ス
ク
の

着
用
は
指
導
し
て
い
な
い
。

問
「
抗
原
簡
易
キ
ッ
ト
」
は

配
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

又
、
職
員
で
の
対
応
は
で
き
る
の

か
。答

各
学
校
に
は
す
で
に
配
置

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の

活
用
方
法
は
検
討
し
て
い
る
段
階

で
あ
る
。

問
老
朽
化
が
進
む
町
民
プ
ー

ル
改
修
や
新
設
の
考
え
は
。

答
新
設
と
な
れ
ば
管
理
が
困

難
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
相
ま
っ
て
廃
止
の
方
向
と

な
っ
て
い
る
。

問
民
間
施
設
で
の
水
泳
事
業

は
移
動
時
間
に
大
半
を
と

ら
れ
、
水
泳
の
時
間
が
短
縮
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
は
。

答
移
動
時
間
の
関
係
で
活
動

時
間
は
制
限
さ
れ
る
が
、

水
に
慣
れ
親
し
み
命
を
守
る
学
習

は
確
保
で
き
る
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
現

在
開
発
セ
ン
タ
ー
を
使
用

し
て
い
る
が
、
思
い
き
り
体
を
動

か
せ
る
よ
う
な
施
設
が
必
要
で

は
。答

現
在
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で

開
設
し
て
い
る
が
、
施
設

の
あ
り
方
や
利
用
内
容
な
ど
を
早

期
に
検
討
し
た
い
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
小

学
校
や
保
育
所
と
併
設
す

る
考
え
は
あ
る
か
、
又
、
関
地
区

で
自
由
に
利
用
で
き
る
公
園
設
置

の
考
え
は
。

答
現
在
あ
る
施
設
の
活
用
を

図
り
、
議
論
し
な
が
ら
運

営
を
し
て
い
く
。

　
公
園
に
つ
い
て
は
保
育
所
園
庭

開
放
時
間
に
利
用
を
し
て
ほ
し

い
。 問答

コ
ロ
ナ
感
染
症
第
５
波
発
生
に
伴
う
今
後
の
対
策
は

感
染
症
対
策
継
続
と
支
援
金
支
給
事
業
な
ど
を
行
う

問答
活
力
あ
る
教
育
の
推
進
は

教
育
と
子
育
て
環
境
の
充
実
を
目
指
す

問
学
校
や
保
育
所
施
設
に
つ

い
て
細
部
に
わ
た
り
定
期

的
に
消
毒
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
消
毒
、
教
室
内
の
換
気
は

適
切
に
行
っ
て
い
る
。

問
学
校
、
保
育
所
で
の
水
道

蛇
口
感
染
を
防
ぐ
た
め
セ

ン
サ
ー
式
を
採
用
で
き
な
い
か
。

又
、電
気
温
水
器
等
な
ど
設
置
は
。

答
セ
ン
サ
ー
式
の
採
用
は
今

後
学
校
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
電
気
温

水
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

五十嵐  敏夫  議員

▲９月２日 感染防止用品配布の様子

▲放課後児童クラブの様子

▲関保育所

▲現在の町民プール

梅津  政志  議員
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問
公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
累

積
負
債
な
ど
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
副
管
理
者
と
し
て

の
対
応
は
。

答
累
積
債
務
に
つ
い
て
は
、

返
済
計
画
を
立
て
１
市
２

町
が
出
資
割
合
に
応
じ
て
の
返
済

を
考
え
て
い
る
。収
入
を
確
保
し
、

支
出
を
抑
え
病
院
の
役
割
と
責
任

を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

問
置
賜
方
面
へ
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
利
用
者
が
な
い
よ

う
だ
が
、当
該
病
院
と
の
協
議
は
。

答
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見

な
が
ら
当
該
病
院
と
診
療

時
間
な
ど
の
協
議
を
し
た
い
。
併

せ
て
利
用
者
の
需
要
調
査
を
行

い
、
効
率
的
で
利
便
性
の
高
い
運

行
形
態
に
し
て
い
く
。

問
町
で
は
最
低
落
札
価
格
を

設
け
て
い
な
い
が
、
業
者

が
低
価
格
で
落
札
し
た
場
合
、
金

額
の
適
正
判
断
基
準
な
ど
の
調
査

が
必
要
で
は
。

答
品
質
適
正
化
法
の
中
で
工

事
が
品
質
よ
く
完
了
出
来

る
様
に
す
る
た
め
、
最
低
制
限
価

格
に
つ
い
て
は
研
究
し
た
い
。

　
問

7
月
発
注
の
関
保
育
所
の

基
本
計
画
設
計
委
託
の
入

札
で
予
定
価
格
３
５
０
万
円
に
対

し
44
万
５
千
円
で
落
札
し
た
が
、

町
で
は
低
入
札
価
格
調
査
を
行
う

の
か
。

答
基
本
設
計
委
託
な
の
で
最

低
制
限
価
格
は
な
い
が
、

あ
ま
り
に
も
安
い
価
格
で
あ
れ

ば
、
そ
の
理
由
は
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
。

問
他
の
病
院
を
利
用
す
る
と

き
の
通
院
方
法
の
工
夫
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
病
院
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
が
、
開
始

時
期
は
定
め
て
い
な
い
。
住
民
の

方
々
と
相
談
し
、
研
究
を
し
な
が

ら
運
行
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
を
し
た
い
。

問
関
保
育
所
入
札
予
定
価
格

３
５
０
万
の
根
拠
は
ど
の

よ
う
に
し
て
算
出
し
た
の
か
。

答
工
事
の
基
本
的
な
基
準
を

設
定
し
、
工
事
の
大
ま
か

な
内
容
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
算

出
し
て
い
る
。

問
入
札
妨
害
の
共
通
点
は
顔

見
知
り
な
ど
か
ら
発
生
し

て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
業
者
が
落

札
を
繰
り
返
せ
ば
マ
ス
コ
ミ
も
注

視
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
町
と
し
て

の
考
え
は
。

答
町
と
し
て
も
課
長
会
議
や

幹
部
職
員
に
注
意
喚
起
し
、

入
札
に
関
す
る
不
正
や
業
者
と
の

関
係
は
常
に
注
意
す
る
よ
う
に
直

接
指
示
し
て
い
る
。

▲七ヶ宿町デマンドタクシー

▲置賜総合病院

問
前
回
落
札
し
た
業
者
を
次

回
に
指
名
か
ら
外
せ
ば
業

者
は
偏
ら
ず
、
様
々
な
業
者
に
町

の
公
共
工
事
を
分
散
で
き
る
の
で

は
。答

正
式
な
競
争
の
も
と
で
落

札
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
参
考
意
見
と
し
て
庁
舎
内
で

検
討
し
た
い
。

問
県
内
で
公
共
工
事
の
不
正

入
札
が
発
覚
し
て
い
る
。

町
の
対
応
は
。

答
関
係
機
関
の
助
言
を
基
に

指
名
委
員
会
や
課
長
会
議

で
情
報
提
供
し
発
生
予
防
に
努
め

て
い
る
。

問答
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
受
診
環
境
は

刈
田
病
院
の
再
建
と
通
院
の
足
の
確
保
を
し
て
い
く

問答
工
事
発
注
の
業
者
選
定
に
偏
り
が
あ
る
の
で
は

施
工
実
績
を
総
合
的
に
判
断
し
て
選
定
し
て
い
る

問
公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
医

師
の
数
が
激
減
し
て
い
る

が
、
確
保
対
策
な
ど
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
去
る
８
月
４
日
、
１
市
２

町
組
合
議
会
臨
時
会
で
公

設
公
営
が
決
定
し
た
。
経
営
を
安

定
さ
せ
る
に
は
優
秀
な
医
師
の
確

保
が
重
要
な
為
、
東
北
大
学
を
は

じ
め
関
係
各
所
に
協
力
を
お
願
い

し
て
い
く
。

問
１
市
２
町
組
合
経
営
へ
の

対
応
は
。

答
七
ヶ
宿
町
の
条
件
を
示
し

つ
つ
公
立
刈
田
綜
合
病
院

が
こ
れ
か
ら
も
存
続
で
き
る
よ
う

な
方
法
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

渡部  英幸  議員 武藏  重幸  議員

▲関保育所
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　コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、
町

や
地
域
、
商
店
や
事
業
者
な
ど
様
々

な
方
面
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、

町
内
で
は
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
り
、
感
染
拡
大
が
な
く
幸
い
で
し

た
。　一

方
、
各
地
区
で
空
き
家
が
増
加

す
る
中
、
若
い
方
の
移
住
が
少
し
ず

つ
増
え
て
お
り
、
明
る
く
，
住
み
や

す
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
移
住
者
と

の
交
流
を
深
め
、
議
会
も
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
吉
田
）

編集
後記

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長
　吉
　田
　
　
　修

　副
委
員
長
　五
十
嵐
　敏
　夫

　委
　
　員
　梅
　津
　政
　志

　委
　
　員
　渡
　部
　英
　幸

1 2 月定例会のお知らせ
　令和３年 12 月８日から 10 日までの日程で、令和３年第４回定例会を開催予定です。多く
の方々の傍聴をお待ちしております。
　なお、詳細な日程は 11 月下旬に決定する予定ですので、詳しくは、議会事務局までお問い
合わせください。

〜
七
ヶ
宿
に
移
住
し
て
〜

　
去
年
の
12
月
に
「
七
ヶ
宿

町
地
域
担
い
手
づ
く
り
支
援

住
宅
」
に
家
族
３
人
で
川
崎

町
か
ら
移
住
し
て
来
ま
し
た
、

中
島
七
海
と
申
し
ま
す
。

　
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
が
夫
婦

そ
ろ
っ
て
の
趣
味
で
、
子
育

て
を
す
る
環
境
も
、
便
利
な

都
会
よ
り
緑
豊
か
で
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
所
が
良
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
テ
レ
ビ
や
雑

誌
等
で
七
ヶ
宿
町
の
子
育
て

支
援
の
手
厚
さ
や
、「
担
い
手

づ
く
り
支
援
住
宅
制
度
」
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
交
通
の

便
や
豪
雪
地
帯
で
あ
る
事
が

不
安
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

移
住
さ
れ
た
方
々
が
楽
し
そ

う
に
生
活
し
て
い
る
様
子
を

見
て
移
住
す
る
決
断
が
で
き

ま
し
た
。

　
住
ん
で
み
て
感
じ
た
こ
と

は
、
水
が
と
て
も
美
味
し
く

感
じ
た
こ
と
と
、
空
気
が
と

て
も
き
れ
い
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
七
ヶ
宿
町
に
は
「
わ
ら
じ

で
歩
こ
う
大
会
」
や
前
夜
祭

の
花
火
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
の

中
、
ほ
と
ん
ど
中
止
と
の
こ

と
で
と
て
も
残
念
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
ま
す

が
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

し
て
家
族
で
七
ヶ
宿
ス
キ
ー

場
に
て
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
七
ヶ
宿
町
の
魅
力
を
こ
れ

か
ら
も
探
し
て
、
地
域
の
方
々

と
も
笑
顔
で
交
流
し
て
行
き

た
い
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

関地区　中嶋 七海 さん
なかじま ななみ


